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学
長
挨
拶

役職名 氏　名 学科名

　

東
日
本
大
震
災
・
大
津
波
、
福
島

原
発
事
故
か
ら
、
早
や
３
ヶ
月
以
上

が
経
過
し
た
今
も
、
被
災
地
の
復
興

は
遅
々
と
し
て
進
ま
ず
、
も
ど
か
し

い
思
い
で
一
杯
で
す
が
、
皆
様
に
、

石
巻
市
か
ら
の
新
入
生
が
、
無
事
教

育
創
造
工
学
科
に
入
学
さ
れ
た
こ
と

を
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。
津
波
で

自
宅
流
失
と
言
う
苦
境
を
乗
り
越

え
、
５
月
26
日
に
大
学
生
活
を
ス
タ

ー
ト
さ
れ
ま
し
た
。
初
志
貫
徹
さ
れ

た
同
君
に
、
皆
様
と
と
も
に
、
心
か

ら
歓
迎
と
激
励
の
言
葉
を
贈
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
本
学
で
は
、
建
学
の
精
神
・

教
育
理
念
で
あ
る
「
知
・
情
・
意
の

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
人
間
味
豊
か
な

産
業
人
育
成
」
の
一
環
と
し
て
、
今

年
度
は
特
に
次
の
こ
と
を
行
な
い
ま

す
。
一
つ
は
、
基
礎
学
力
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
社
会
に
つ
い

て
の
幅
広
い
知
見
を
育
て
る
〝
就
業

力
関
係
科
目
〞を
充
実
さ
せ
ま
し
た
。

他
の
一
つ
は
、
友
達
同
士
で
楽
し
み

な
が
ら
協
力
す
る
体
験
を
学
生
の
皆

さ
ん
に
積
ん
で
も
ら
う
た
め
、
学
内

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
〝
学
内
ス
ポ
ー
ツ

大
会
〞
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
ま
た
自

主
活
動
と
し
て
〝
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
組
織
〞
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

そ
の
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織

「
輪
導
」
の
発
足
式
に
は
、
久
留
米

警
察
署
、
久
留
米
市
、
上
津
地
区
防

犯
協
会
か
ら
も
ご
参
列
を
頂
き
ま
し

た
。
発
足
後
、
飲
酒
運
転
撲
滅
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
、
大
震
災
後
の
募
金
、
大

学
周
辺
地
域
の
清
掃
│
こ
の
様
子
は

新
聞
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
│

な
ど
の
活
動
を
活
発
に
行
な
っ
て
く

れ
て
い
ま
す
。
発
足
当
時
は
約
30
名

（
約
10
名
の
女
子
学
生
を
含
む
）
で

あ
っ
た
メ
ン
バ
ー
は
、
そ
の
後
40
名

近
く
に
増
え
、
相
当
の
盛
り
上
が
り

を
見
せ
て
い
ま
す
。
大
学
も
学
生
厚

生
委
員
会
を
中
心
に
支
援
を
し
て
参

る
つ
も
り
で
す
の
で
、
皆
様
方
の
ご

理
解
、
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

学長
尾﨑　龍夫

り
ん 

ど
う

　

本
年
度
、
久
留
米

工
業
大
学
後
援
会

の
会
長
に
就
任
し
ま

し
た
森
永
で
す
。

　

こ
の
度
は
、
東
日

本
大
震
災
で
被
災

さ
れ
た
皆
様
に
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
今
後
の
復
興
を
心
よ
り
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
、
保
護
者
の
皆
様
に
は
後
援
会
活
動
に

ご
協
力
い
た
だ
き
大
変
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
大
学
が
発
展
し
、
学
生
に
と
っ

て
よ
り
良
い
教
育
環
境
が
提
供
さ
れ
る
と
と
も

に
、
充
実
し
た
大
学
生
活
を
送
り
、
立
派
な
社
会

人
と
な
れ
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
今
後
と
も
後
援
会
活
動
に
対
し
ま
し

て
、
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

後援会会長
森永　日出男

佐　賀

長　崎

大　分

沖　縄

松　山

福　岡

久留米

熊　本

宮　崎

鹿児島

山　口

広　島

ホテルニューオータニ佐賀

ホテルJALシティ長崎

大分第一ホテル

ホテルサン沖縄

松山ワシントンホテルプラザ

エルガーラホール

久留米工業大学

熊本商工会議所

ひまわり荘

パレスイン鹿児島

ホテルニュータナカ

ホテルセンチュリー21広島

地　区 会　　場月　日

交 通 機 械 工 学 科

機械システム工学科

〃

大 学 ・ 学 長

情報ネットワーク工学科

交 通 機 械 工 学 科

森永日出男

一条　光男

吉原　淳輔

尾﨑　龍夫

小川　良雄

江頭　敏文

会　長

副会長

〃

〃

監　事

〃

平成23年度 保護者懇談会日程平成23年度 保護者懇談会日程

平成23年度 後援会役員紹介平成23年度 後援会役員紹介

平成23年度三役

機械システム工学科

〃

交 通 機 械 工 学 科

〃

建 築・設 備 工 学 科

〃

情報ネットワーク工学科

〃

教 育 創 造 工 学 科

〃

理　事

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

竹下　貴敏

立山　正一

市川　浩司

藤井　　明

竹本　達哉

中野　照代

岡松　勝也

宮﨑　賢一

尾原　英利

古賀　暢宏

平成23年度入学生で新しく理事に就任された方

後
援
会
会
長
挨
拶

9月　3日（土）

9月　4日（日）

9月10日（土）

役職名 氏　名 学科名
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学
　
　
歴
：
九
州
大
学
大
学
院
人
間
環

　
　
　
　
　
境
学
研
究
科
博
士
後
期
課

　
　
　
　
　
程

専
門
分
野
：
教
育
心
理
学

コ
メ
ン
ト
：
教
育
心
理
学
を
は
じ
め
と

す
る
教
職
課
程
の
科
目
を
中
心
に
担
当

し
て
い
ま
す
。
研
究
と
し
て
は
、
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
の
育
成
や
批
判

的
思
考
力
、
大
学
生
の
キ
ャ
リ
ア
教
育

等
に
つ
い
て
研
究
を
し
て
き
ま
し
た
。

特
に
昨
今
、
大
学
生
の
就
職
を
め
ぐ
る

環
境
に
は
非
常
に
厳
し
い
も
の
が
あ

り
、
そ
う
い
っ
た
中
で
、
個
々
の
専
門

知
識
や
社
会
人
と
し
て
の
基
本
的
な
態

度
や
マ
ナ
ー
と
と
も
に
高
い
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
力
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
点
も
踏

ま
え
、
学
生
の
皆
さ
ん
に
対
し
て
は
特

に
「
様
々
な
問
題
に
関
心
を
持
ち
、
自

分
で
考
え
、
そ
れ
を
表
現
す
る
力
」
を

身
に
つ
け
て
も
ら
え
る
よ
う
な
教
育
を

目
指
し
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

新任教職員あいさつ新任教職員あいさつ

　
本
年
度
よ
り
学
生
サ
ー
ビ
ス
課
で
勤

務
し
て
い
ま
す
。
ま
た
女
子
駅
伝
部
の

監
督
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
京
セ
ラ
（
株
）
で
実

業
団
の
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
マ
ラ
ソ
ン
や

駅
伝
な
ど
で
活
動
し
頑
張
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
沖
電
気
（
株
）
の
女
子

陸
上
部
コ
ー
チ
を
務
め
、
女
子
選
手
の

指
導
を
し
て
き
ま
し
た
。

　
大
学
の
仕
事
は
初
め
て
で
、
ま
だ
ま

だ
不
慣
れ
な
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
学

生
の
皆
さ
ん
の
学
生
生
活
を
し
っ
か
り

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
女
子
駅
伝
部
の
監
督
と
し

て
私
の
経
験
し
て
き
た
こ
と
を
、
学
生

の
皆
さ
ん
に
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

共通教育科
准教授

堀　憲一郎

学生サービス課
学生担当

原口　幸一

ト
ピ
ッ
ク
ス

ト
ピ
ッ
ク
ス

平
成
23
年
度 

科
学
研
究
費
助
成
事
業

採
択
内
定

　

平
成
23
年
度　

文
部
科
学
省
の
科
学
研

究
費
助
成
事
業
（
学
術
研
究
助
成
基
金
助

成
金
）
に
お
い
て
本
学
か
ら
3
件
の
研
究

が
採
択
の
内
定
を
受
け
ま
し
た
。

採
択
内
定
研
究
題
目

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
２
件

１
．「
軽
量
か
つ
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
な
リ
ハ

ビ
リ
支
援
器
具
の
研
究
開
発
」

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
工
学
科

松
田　

鶴
夫　

教　

授

２
．「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
自
動
車
社
会
の
た

め
の
自
動
車
エ
コ
デ
ザ
イ
ン
支
援
シ
ス

テ
ム
の
研
究
」

　
　

交
通
機
械
工
学
科東　　

大
輔　

准
教
授

若
手
研
究
（
Ｂ
）
1
件

１
．「
学
習
者
の
顔
形
状
に
合
わ
せ
た
発
音

練
習
の
た
め
の
口
唇
動
作
C
G
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
自
動
生
成
」

　
　

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
工
学
科

河
野　
　

央　

准
教
授

採
択
者
の
研
究
紹
介

交
通
機
械
工
学
科
　
東
　
　
大
輔

　

私
が
九
州
大
学
芸
術
工
学
研
究
科
の
石

井
明
教
授
と
共
同
で
進
め
て
い
る
「
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
な
自
動
車
社
会
の
た
め
の
自
動

車
エ
コ
デ
ザ
イ
ン
支
援
シ
ス
テ
ム
の
研
究
」

は
、
空
力
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
感
性
工
学

を
基
に
、
地
球
環
境
に
優
し
い
自
動
車
の

デ
ザ
イ
ン
開
発
を
効
率
良
く
行
う
シ
ス
テ

ム
の
研
究
開
発
で
す
。
現
在
は
本
学
の
自

動
車
開
発
用
風
洞
と
空
力
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
用
い
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
で
空
力
デ
ザ

イ
ン
開
発
に
従
事
し
た
我
々
の
知
見
の
確
認

作
業
と
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を
進
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
並
行
し
て
自
動
車
デ
ザ
イ
ン
の

ど
の
部
位
の
形
状
変
更
が
ユ
ー
ザ
ー
の
デ
ザ

イ
ン
評
価
に
敏
感
に
影
響
す
る
の
か
の
調

査
、
分
析
も
進
め
て
い
ま
す
。

　

貴
重
な
予
算
を
頂
け
る
事
を
真
摯
に
受

け
止
め
、
高
等
教
育
研
究
機
関
と
し
て
世

の
中
に
役
立
つ
先
進
的
な
研
究
を
推
進

し
、
学
生
の
皆
さ
ん
に
よ
り
高
度
な
教
育

を
行
え
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ア
ク
ロ
ス
福
岡
文
化
誌
5
巻

「
福
岡
の
町
並
み
」
発
刊
記
念
講
演
会

　

福
岡
県
内
に
所
在
す
る
魅
力
的
な
歴
史

的
町
並
み
40
地
区
を
紹
介
し
た
「
福
岡
の

町
並
み
」
の
発
刊
を
記
念
し
て
、
総
説
を

執
筆
し
た
大
森
教
授
が
、
町
並
み
の
起
源

と
成
立
過
程
、
伝
統
家
屋
の
特
徴
、
及
び

そ
れ
ら
の
町
並
み
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
、
ア
ク
ロ
ス
福
岡
円
形
ホ
ー
ル

で
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
満
席
の
聴
衆
の
皆

様
が
最
後
ま
で
熱
心
に
聴
か
れ
て
お
り
、

町
並
み
へ
の
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
し

た
。
大
森
教
授
は
、「
今
後
歴
史
的
町
並
み

を
訪
れ
る
人
々
が
増
え
、
地
域
活
性
化
に

つ
な
が
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。」
と
コ
メ
ン

ト
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

演
題
：
福
岡
県
の
歴
史
的
町
並
み

　

会
場
：
ア
ク
ロ
ス
福
岡
円
形
ホ
ー
ル

　

日
時
：
5
月
13
日（
金
）

　
　
　
　

18
時
30
分
〜
20
時
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学 生 ニ ュ ー ス学 生 ニ ュ ー ス

　

私
の
就
職
活
動
は
、
主
に
自
己
分
析
・
業
種
研

究
・
企
業
研
究
の
３
つ
に
分
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の

中
で
も
特
に
大
変
だ
っ
た
の
が
企
業
研
究
で
す
。
自

己
分
析
、
業
種
研
究
は
、
一
度
土
台
を
作
れ
ば
あ

る
程
度
対
応
で
き
る
の
で
す
が
、
企
業
研
究
は
そ

の
都
度
練
り
こ
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
苦
労
し

ま
し
た
。
な
の
で
私
は
た
く
さ
ん
の
企
業
を
受
け

る
よ
り
、
あ
る
程
度
絞
っ
た
上
で
一
つ
の
企
業
に
か

け
る
時
間
を
多
く
と
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
そ
の

せ
い
か
不
合
格
に
な
っ
た
時
も
、「
あ
れ
だ
け
や
っ

た
の
だ
か
ら
仕
方
な
い
」
と
早
々
と
気
持
ち
を
切

り
替
え
て
活
動
を
続
け
る
こ
と
が
出
来
た
と
思
い

ま
す
。
こ
こ
数
年
の
就
活
状
況
は
厳
し
い
も
の
だ
と

思
い
ま
す
が
、
活
動
を
す
る
上
で
は
そ
の
よ
う
な

気
持
ち
の
切
り
替
え
や
、
前
向
き
に
捉
え
る
こ
と

等
が
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

久
留
米
工
業
大
学
の
最
大
の
特
徴
は
、
先
生
方

と
学
生
と
の
距
離
感
が
非
常
に
近
い
と
い
う
事
だ

と
思
い
ま
す
。
先
生
方
は
と
て
も
親
身
に
学
生
の
事

を
考
え
、
接
し
て
く
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
同
級
生

も
み
ん
な
温
か
く
接
し
て
く
れ
た
の
で
、
私
は
と

て
も
楽
し
く
大
学
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
自
分
か
ら
楽
し
も
う
と
い
う
気
持
ち
さ
え
あ

れ
ば
、
必
ず
楽
し
い
大
学
生
活
を
送
れ
る
と
思
い

ま
す
し
、
素
晴
ら
し
い
仲
間
に
巡
り
会
え
る
と
思

い
ま
す
。

　

久
工
大
で
の
生
活
は
私
に
と
っ
て
最
高
の
思
い
出

で
す
。

5月24日（火）・6月23日（木）・7月21日（木）
5月31日（火）

6月22日（水）・23日（木）
7月 4日（月）
7月12日（火）

10月上旬～中旬
10月 7日（金）

10月中旬
10月15日（土）

10月下旬
11月上旬

11月 9日（水）
11月16日（水）
11月～1月

2月14日（火）～16日（木）

適性検査
就職活動応援セミナー
Ｑナビ・毎ナビ・リクナビ登録説明会
就職対策セミナー Ⅰ 自己分析
就活支援セミナー
第1回SPI対策・第2回SPI対策
就職対策セミナー　ビジネスマナー
自己表現（添削指導）
学内合同会社説明会
就職対策セミナー Ⅱ 業界・企業研究
就職対策セミナー Ⅲ 履歴書・エントリーシート仕上げ
就職対策セミナー Ⅳ 就活マナー
就職対策セミナー Ⅴ 面接
進路面談会（保護者・学生・教員）
学内合同企業説明会

◆ 

就
職
支
援

　

就
業
力
向
上
支
援

副
学
長
　
立
花
　
　
均

　

学
生
の
皆
さ
ん
の
就
業
力
（
将
来
の
職
業

に
つ
い
て
考
え
そ
れ
に
向
け
て
確
実
な
一
歩

を
踏
み
出
し
て
い
け
る
力
）
を
向
上
さ
せ
る

た
め
、
本
学
で
は
今
年
度
よ
り
新
た
に
次
の

こ
と
を
始
め
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
こ
れ
ま
で
も
行
な
っ
て
い
た
外
部

の
専
門
家
に
よ
る
「
自
己
分
析
」「
面
接
対

策
」「
履
歴
書
・
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
の
書

き
方
」
な
ど
の
指
導
を
新
た
に
授
業
に
取
り

入
れ
、
教
員
に
よ
る
少
人
数
別
の
就
職
指
導

と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
を
始
め
ま
し
た
。
ま

た
就
職
試
験
に
必
要
な
「
社
会
常
識
」「
文

章
力
」「
質
疑
応
答
能
力
」「
S
P
I
試
験
」

な
ど
に
関
す
る
科
目
を
相
当
数
増
や
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
就
職
活
動
の
成
否
を
分
け
る
〝
元

気
〞〝
社
会
性
〞を
育
て
る
た
め
、学
内
ス
ポ
ー

ツ
大
会
を
新
た
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

学
生
の
皆
さ
ん
が
こ
れ
ら
を
積
極
的
に
利

用
し
て
将
来
へ
の
確
実
な
一
歩
を
踏
み
出
し

て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
今
の
経
済
情
勢
の
悪
化
、
並
び
に
３
月

に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
に
伴
い
、
企
業

は
採
用
に
慎
重
な
姿
勢
を
崩
し
て
お
ら
ず
、

平
成
23
年
度
の
就
職
活
動
は
長
期
化
す
る
も

の
と
考
え
ら
れ
、
大
変
厳
し
い
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

本
学
で
は
、
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、

就
職
対
策
と
し
て
①
様
々
な
就
職
セ
ミ

ナ
ー
、②
学
内
企
業
面
談
会
、③
保
護
者
、
学

生
及
び
教
員
と
の
進
路
面
談
会
の
開
催
な
ど

の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

就
職
セ
ミ
ナ
ー
は
、「
自
己
分
析
」、「
業
界
・

企
業
研
究
」、「
履
歴
書
・
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー

ト
仕
上
げ
」、「
就
活
マ
ナ
ー
」、「
面
接
対

策
」、「
適
性
検
査
」
な
ど
外
部
講
師
を
招
い

て
行
い
ま
す
。

　

学
内
企
業
面
談
会
は
、
10
月
15
日
と
翌
年

の
２
月
14
日
か
ら
16
日
の
３
日
間
の
、
年
２

回
開
催
致
し
ま
す
。
こ
れ
以
外
に
単
独
企
業

説
明
・
選
考
会
を
随
時
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
面
談
会
等
は
、
直
接
企
業
の
人
事
担

当
者
の
話
が
聞
け
る
こ
と
で
、
就
職
活
動
に

大
い
に
役
立
つ
も
の
で
す
。

　

そ
の
他
、
学
科
ご
と
に
就
職
ガ
イ
ダ
ン

ス
、
進
路
面
談
会
の
実
施
。
ま
た
、
授
業
の

中
に
S
P
I
試
験
や
自
己
表
現
な
ど
が
全
学

科
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
今
年
度
の
就
職
支
援
計
画
は
、
別

表
の
と
お
り
を
予
定
し
、
学
生
の
就
職
活
動

を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

◆ 

就
職
状
況

主な就職先

秋山　真人
（出身校　大津高等学校）

情報ネットワーク工学科  ４年

河野　　貴
私立延岡学園教員（数学）

（教育創造工学科一期生）

就
職
内
定
者
の
声

就
職
内
定
者
の
声

卒
業
生
の
声

卒
業
生
の
声

せ
い　

 

ひ

機械システム工学科
不二精機株式会社

西日本技術開発株式会社

株式会社日野ヒューテック

松本重工業株式会社

ヤンマー農機販売株式会社
　　　　　　九州カンパニー

情報ネットワーク工学科
ヤマトシステム開発株式会社

株式会社高砂製作所

九州沖通信機株式会社

日本アイティディ株式会社

大徳電業株式会社

交通機械工学科
スズキ株式会社
ダイキョーニシカワ株式会社
株式会社ニフコ
株式会社ホリバアイテック
広島アルミニウム工業株式会社
鴻池運輸株式会社
小糸九州株式会社
日本興亜損害調査株式会社

建築・設備工学科
株式会社九電工

高砂熱学工業株式会社

足立工業株式会社

第一設備工業株式会社

株式会社西原衛生工業所

環境共生工学科
喜楽鉱業株式会社

株式会社肥後銀行

日本梱包運輸倉庫株式会社

株式会社東洋硬化

教育創造工学科
学校法人延岡学園
　　　尚学館中学校
長崎市立琴海中学校
久留米市立三潴中学校
春日市立春日中学校
福岡県私学教育研究所
　　　学習支援センター
株式会社九州ケーズデンキ

内定企業先
株式会社

コンピュータシステム
エンジニアリング
（日立グループ）

就職支援計画

一
期
生
が
中
高
一
貫
校
の

教
員
に
！
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ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催
さ

れ
、各
強
豪
チ
ー
ム
間
の
熱
い
戦
い
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、本
学
か
ら
選
抜
さ
れ
た
２
名

の
部
員
は
、本
学
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
チ
ー

ム
の
リ
ー
ダ
ー
核
で
あ
り
、そ
の
二
人

が
選
抜
チ
ー
ム
の
中
で
十
分
な
力
を

発
揮
す
る
と
と
も
に
、他
の
メ
ン
バ
ー
の

技
術
を
習
得
し
、本
学
で
の
プ
レ
イ
に

繋
げ
て
く
れ
る
も
の
と
期
待
し
ま
す
。

　

第
62
回
全
九
州
学
生
春
季
卓
球
選

手
権
大
会
が
、熊
本
市
総
合
体
育
館
に

お
い
て
５
月
13
日（
金
）よ
り
15
日（
日
）

ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
学
は
、初
戦
よ
り
快
調
に
勝
ち
進

み
、２
部
リ
ー
グ
全
勝
優
勝
の
結
果
を

出
し
、続
く
１
部
リ
ー
グ
へ
の
入
れ
替

え
戦
に
お
い
て
も
、相
手
チ
ー
ム
を
攻

め
ま
く
り
３
ー
０
で
完
勝
し
見
事
１
部

リ
ー
グ
昇
格
へ
の
夢
を
達
成
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
こ
ま
で
の
道
の
り
は
遠
く
、少
な

い
部
員
で
の
日
々
の
練
習
、あ
る
い
は
夏

合
宿
を
重
ね
、５
年
前
に
漸
く
２
部
に

昇
格
、そ
れ
か
ら
は
少
し
づ
つ
経
験
あ

る
新
入
部
員
も
増
え
、部
員
一
丸
と
な

り
１
部
を
目
指
し
て
練
習
に
専
念
し
て

き
ま
し
た
。

　

見
事
１
部
リ

ー
グ
に
昇
格
し

た
現
在
、部
員
達

は「
次
は
、１
部

リ
ー
グ
優
勝
！！
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
練
習
に
励
ん

で
い
ま
す
。

　

今
年
か
ら

学
生
と
教
員

が
合
同
で
５
月

16
日
（
月
）
か

ら
20
日
（
金
）

の
５
日
間
、学

内
の
マ
ナ
ー
向

上
を
図
る
た

め
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、各
学
科
の
教

員
と
学
生
が
合
同
で
学
内
を
回
り
、た

ば
こ
の
ポ
イ
捨
て
お
よ
び
歩
行
喫
煙
禁

止
、あ
る
い
は
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
禁
止

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。ま
た
多
く
の
学

生
が
参
加
し
た
こ
と
で
、学
生
達
の
マ

ナ
ー
向
上
に
対
す
る
意
識
に
刺
激
を

与
え
、学
内
で
の
た
ば
こ
の
ポ
イ
捨
て

等
が
減
少
し
ま
し
た
。

　

今
年
も
新
入
生
に
１
日
も
早
く
大

学
生
活
に
慣
れ
、先
輩
や
先
生
方
と
の

交
流
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
各
学

科
ご
と
に
学
外
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
他
、女
子
学
生
の
み
を
対
象
と

し
て
実
施
し
た「
女
子
学
生
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
」や
初
め
て
の
学
生
企
画

に
よ
る
新
入
生
歓
迎
会「
グ
リ
ー
ン
ラ

ン
ド
へ
行
こ
う
」な
ど
趣
向
を
こ
ら
し

た
企
画
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
１
年
生
も
在
学
生
も

と
て
も
楽
し
ん
だ
様
子
で
早
速
来
年

の
計
画
の
話
で
盛
り
上
が
っ
て
い
ま

し
た
。

「
学
生
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体『
輪
導（
り
ん
ど
う
）』

が
発
足
し
ま
し
た
！
」

「
学
生
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体『
輪
導（
り
ん
ど
う
）』

が
発
足
し
ま
し
た
！
」

　

学
生
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
『
輪
導

（
り
ん
ど
う
）』が
４
月
22
日（
金
）に
発

足
し
ま
し
た
。

　

発
足
式
に
は
、30
名
の
学
生
が
出
席

し
、来
賓
の
方
（々
久
留
米
市
長
代
理
・

久
留
米
警
察
署
長
・
上
津
校
区
防
犯
協

会
会
長
）か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
真
剣

な
眼
差
し
で
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
姿
は
、『
輪
導
』と
い
う
言
葉
が

持
つ〝
同
じ
気
持
ち
を
持
つ
仲
間
と
と

も
に
み
ん
な
を
導
く
〞あ
る
い
は
、〝
正

義
と
と
も
に
〞の
意
味
を
噛
み
締
め
、今

後
の
活
動
に
取
り
組
む
意
気
込
み
が

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の『
輪
導
』も
６
月
に
は
40
名
以

上
の
学
生
が
所
属
す
る
団
体
に
成
長

し
、活
動
に
も
幅
が
広
が
り
、３
月
に
活

動
し
た
東
日
本
大
震
災
復
興
募
金
活

動
に
加
え
、近
隣
の
清
掃
活
動
・
教
育

委
員
会
依
頼
の
小
学
生
に
対
す
る
学

習
支
援
活
動
、あ
る
い
は
警
察
が
開
催

す
る
防
犯
教
室

へ
の
協
力
な
ど

多
方
面
に
わ
た

り
活
発
に
活
動

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
今
後
は
、

地
域
と
の
連
携

に
よ
る
防
犯
活

動
、あ
る
い
は
大

学
構
内
の
美
化

に
着
目
し
た
企

画
な
ど
を
計
画

し
て
お
り
、更
な

る
活
躍
を
期
待

で
き
る
も
の
と

思
い
ま
す
。

　

第
28
回
日
本
女
子
学
生
選
抜
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
の
九
州
選
抜
チ
ー

ム
に
本
学
よ
り
塩
賀
あ
ず
さ
さ
ん（
環

境
共
生
工
学
科
４
年
）と
佐
竹
春
菜
さ

ん（
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
工
学
科
３
年
）

の
２
名
が
選
抜
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、こ

の
大
会
の
九
州
選
抜
チ
ー
ム
の
監
督
と

し
て
、本
学
の
中
島
正
信
教
授
が
任
命

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
大
会
は
、全
国
９
地
区
の
学
生

選
抜
チ
ー
ム
が
全
国
１
位
を
目
指
し
、

平
成
23
年
７
月
１
日
よ
り
７
月
３
日
ま

で
の
３
日
間
に
亘
り
、名
古
屋
市
名
東

【
男
子
団
体
2
部
試
合
結
果
】

久
留
米
工
業
大
学  

３
ー
１  

鹿
児
島
大
学

久
留
米
工
業
大
学  

３
ー
２  

熊
本
大
学

久
留
米
工
業
大
学  

３
ー
１  

沖
縄
国
際
大
学

久
留
米
工
業
大
学  

３
ー
２  

琉
球
大
学

久
留
米
工
業
大
学  

３
ー
１  

北
九
州
市
立
大
学

【
1
部
リ
ー
グ
入
れ
替
え
戦
】

久
留
米
工
業
大
学  

３
ー
０  

長
崎
大
学

機械システム工学科

交通機械工学科

建築・設備工学科

情報ネットワーク工学科

教育創造工学科

グリーンピア八女

オートポリス大分

バイオテック富士（佐賀市）

グリーンピア八女

4月23日（土）

6月  9日（木）

4月16日（土）

4月30日（土）

日
本
女
子
学
生
選
抜
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
九
州

選
抜
メ
ン
バ
ー
に
２
名
選
抜
！

日
本
女
子
学
生
選
抜
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
九
州

選
抜
メ
ン
バ
ー
に
２
名
選
抜
！

学
生
・
教
員
合
同
で
の
マ
ナ
ー

ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
！

学
生
・
教
員
合
同
で
の
マ
ナ
ー

ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
！

卓
球
部
！〝
念
願
の
夢
達
成
！
〞

全
九
州
学
生
春
季
選
手
権
大
会

で
見
事
1
部
リ
ー
グ
へ
昇
格
！！

卓
球
部
！〝
念
願
の
夢
達
成
！
〞

全
九
州
学
生
春
季
選
手
権
大
会

で
見
事
1
部
リ
ー
グ
へ
昇
格
！！

新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

学　　科 実施予定日 行　　先

積水ハウス
「住まいの夢工場」山口市

4月15日（金）
  ～16日（土）
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区　分 出　願　期　間 試　験　日 合 格 発 表
11/　1（火）～11/16（水）

12/　5（月）～12/20（火）

　1/　6（金）～　1/17（火）

　1/　6（金）～　1/26（木）

　2/15（水）～　3/　5（月）

　3/12（月）～　3/21（水）

　1/　6（金）～　2/　6（月）

　2/15（水）～　3/　5（月）

　3/12（月）～　3/21（水）

11/19（土）

12/23（金）

　1/19（木）

　2/　2（木）：学外試験場

　　 3（金）：本学のみ

　3/　8（木）

　3/23（金）

11/25（金）

12/27（火）

　1/21（土）

　2/14（火）

　3/10（土）

　3/24（土）

　2/14（火）

　3/10（土）

　3/24（土）

 後日通知

 後日通知

前期推薦入試 （指定校推薦入試含）
中期推薦入試
後期推薦入試

前期一般入試

中期一般入試
後期一般入試
センター利用前期入試
センター利用中期入試
センター利用後期入試
ＡＯ入試
編入学入試

平成24年度  入試日程平成24年度  入試日程
工学部

学　　年　　歴学　　年　　歴

※本学独自の試験は実施しません。

前期
在学生履修指導 
入学式 
新入生オリエンテーション
新入生履修指導
前期授業開始 
開学記念日 
振替授業［5/6（金）分］
前期授業終了
補講
前期末試験
夏季休業日

後期
後期授業開始 
大学祭 
冬季休業日 
休講（センター試験準備）
振替授業［1/13（金）］ 
後期授業終了   　　　　    
補講
学年末試験
学位記授与式

前期
在学生履修指導
入学式
新入生オリエンテーション
新入生履修指導
前期授業開始 
開学記念日
振替授業［5/6（金）分］
前期授業終了
前期授業終了〈1級課程〉
前期末試験
前期末試験〈1級課程〉
夏季休業日
夏季休業日〈1級課程〉

後期
後期授業開始 
大学祭
冬季休業日
休講（センター試験準備）
振替授業［1/13（金）］ 
後期授業終了   　　　　     
後期授業終了〈1級課程〉
学年末試験
学年末試験〈1級課程〉
学位記授与式

　4/　5（火）
　4/　6（水）
　4/　7（木）、　8（金）
　4/　7（木）
　4/11（月）　 
　4/23（金）　 
　4/29（金）
　7/29（金）
　8/　5（金）
　8/　3（水）～ 8/　8（月）
　8/　9（火）～ 9/23（金）
　8/　9（火）～ 9/23（金）
　8/11（木）～ 9/23（金）

　
　9/26（月）　 
10/22（土）、　23（日）
12/25（土）～ 1/　7（土）
　1/13（金）
　1/24（火）
　1/30（月）　
　2/　6（月）
　2/　6（月）～ 2/13（月）
　2/　7（火）～ 2/13（月）
　3/19（月）

大
　
学
　
院

工
　
学
　
部

　4/　4（月）、　5（火）
　4/　6（水）
　4/　7（木）、　8(金）
　4/　7（木）
　4/11（月）　 
　4/23（土）　 
　4/29（金）
　7/29（金）
　8/　1（月）、　8/　2（火）
　8/　3（水）～ 8/10（水）
　8/11（木）～ 9/23（金）

　9/26（月）
10/22（土）、　23（日）
12/25（土）～ 1/　7（土）
　1/13（金）
　1/24（火）
　1/30（月）　 
　1/31（火）、　2/　1（水）
　2/　6（月）～ 2/13（月）
　3/19（月）

9/1（木）～3/23（金）まで随時

6/1（水）～3/22（木）まで随時

区　分 出　願　期　間 試　験　日 合 格 発 表

　7/　8（金）

　9/30（木）

　3/　6（火）

　2/23（木）

　7/15（金）

10/　7（金）

　3/13（火）

　3/　2（金）

ＡＯ入試
推薦入試

一般入試

前期
中期
後期

大学院

6/1（水）～3/23（金）まで随時

　

平
成
22
年
度
２
級
自

動
車
整
備
士
技
術
認
定

試
験（
国
土
交
通
省
）に
、

本
学
交
通
機
械
工
学
科

の
学
生
１
０
８
名
（
２
級

ガ
ソ
リ
ン
自
動
車
整
備
士

80
名
、２
級
ジ
ー
ゼ
ル
自

動
車
整
備
士
27
名
）が
受

験
し
、２
級
ガ
ソ
リ
ン
は
、

95
％
の
76
名
が
、
２
級

ジ
ー
ゼ
ル
は
、１
０
０
％
の

27
名
が
合
格
し
ま
し
た
。

　

本
学
交
通
機
械
工
学

科
で
は
、予
て
か
ら
２
級

自
動
車
整
備
士
資
格
取

得
の
た
め
に
必
要
な
技
術

教
育
を
徹
底
し
て
い
る
ほ

か
、平
成
19
年
度
か
ら
１

級
自
動
車
整
備
士
養
成

課
程
を
設
置
す
る
な
ど

教
育
環
境
を
整
備
し
た
こ

と
に
よ
っ
て
、
学
生
の
学

習
目
的
と
学
習
意
欲
が

確
か
な
も
の
と
な
っ
た
こ

と
が
こ
の
結
果
に
繋
が
っ

た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
昨
年
は
、出
題
傾

向
の
大
幅
な
改
訂
に
よ

り
、合
格
率
80
％
と
思
わ

ぬ
結
果
で
あ
っ
た
た
め
、

指
導
す
る
教
員
、学
生
と

も
大
変
な
努
力
を
重
ね
、

今
年
の
合
格
率
を
勝
ち

取
り
ま
し
た
。
来
年
は
、

１
０
０
％
を
目
指
し
て
さ

ら
に
頑
張
っ
て
ほ
し
い
も

の
で
す
。

平
成
22
年
度 

自
動
車

整
備
士
技
術
認
定
試

験
の
合
格
率
95
％
！

後日通知願書受領後、面接日程を決定
　6/27（月）～　7/　5（火）

　9/14（水）～　9/26（月）

　2/20（月）～　3/　1（木）

　2/　1（水）～　2/17（金）

久工大だより第59号（6） 平成23年７月１日
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